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”Kyushin ”

and 　related 　natural 皿edicines 　were 　studied 　for 　their

effects 　 on 　 the 　 duration 　 of 　 swi   ing 　 time 　 of 　 mice 　 which 　 were

forced 　to 　 swi 皿 with 　a 　weight ．　 Oral 　adninist 二ration 　of
”Kyushin “

at

90 皿 q／kg 　〔containing 　Senso 　（Ch
’an 　Su ｝5mg ／kg ，　 ginseng 　25　mg ／kq

and 　 others ） increased 　the 　duration 　of 　swirtuning 　 significantly ・

Qf　the 　combina 七ions　of 　Senso 　and 　various 　natural 　medicines
，

Senso 　 5　 mg ／kg 十 ginseng 　　25　 mg ／kg　　（or 　 more ）　 signiiicantly

increased 　 the 　 duration 　 of 　swi   ing ，
　 thouqh 　 the 　 effect 　 was 　less

than 　the 　effect 　of 　
”Kyushin ’990

　mg ／kg 　p ，o ．　 The 　results 　suggest

that 　the 　inqredients 　in 　
” Kyushin ”

　other 　than 　Senso 　and 　 ginsenq

also 　take 　part 　in　the 　effect 　of
”Kyushinl ’．

Keywords 　 3　Kyushin 　l　Senso ア Ginseng 　l　Swi   inq ｝ Prolonga 七 ion

　　「救心 」 は セ ン ソ ，ゴオ ウ，ニ ン ジ ン な どを含

む 生 薬製剤で ，　 「動悸」 ，　 「息 切れ 」 ，　「気 っ け」

の 薬 と し て 用 い ら れ て い る ．近 年，薬 物 の 滋 養強

壮 作 用 を評価す る た め の ス ク リーニ ン グ法が 開発

され
1 ）

，生薬 な ど の 滋 養強壮 作用 の 検討 に使用 さ

れ て い る ．こ の ス ク リーニ ン グ法 を用 い て 「救心 」

の 作用 を検討 した 結果 ，　 「救 心 」 に 慢 性宙 吊 りス

トレ ス 負 荷 に よ っ て 低
．
下し た 性行動 と 学習行 動 の

改善が認 め られ
2）

， さ らに，そ の 成 分で ある ニ ン

ジ ン
Z ）

，ゴオウ
：り

，ジ ャ コ ウ
：1）

に も 「救心 」 と同

様 の 作用 が認 め られた ，そ こ で ，　 「救心」 の 滋養

強 壮 作 用 を 検 討 す る
一．一

つ の 手掛 か りと し て ，　 「救

心 」 の 強制遊泳 マ ウス の 遊泳時間に対する 作用 を

検討し た，ま た ，予 備的検討 の 際 に
， セ ン ソ と ニ

ン ジ ン そ れ ぞ れ に 遊泳時間 の 延 長傾向が 認 め られ

た こ と か ら ，
セ ン ソ を，滋 養強壮 作 用 を 有 す る ．生

薬 （ニ ン ジ ン
4 ｝

，ハ ゲ キ テ ン
5 ）

， サ ン シ ュ ユ
6）

，

ホ コ ツ シ
7 ）

，ク コ シ
S ）

，ニ ク ジ ュ ヨ ウ
y ）

，イカ リ

ソ ウ
i ω

，トチ ュ ウ
11 ）

，ロ ク ジ ョ ヴ
： ）

，ハ ン ピ

13 ｝

） あ る い は
．．・

般 用強心 薬
L ．“

に 含有 され て い る

生薬 （ゴオ ウ，ジ ャ コ ウ，サ フ ラ ン，ジ ン コ ウ ，

レイヨ ウカ ク ，動物胆） と合わせ て 投与 し，遊 泳

時間の 変化を観察す る こ と に よ っ て セ ン ソ の 作用

を 強 め る 生 薬 の 探索 を 試 み た ．
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材 料及び方法

1 ．実験動物

　ddY 系雄性 マ ウ ス （体 重 34 ．0 〜 37 ．6g ： 日

本 エ ス エ ル シ
・
→ を使用 した ．動物 は少な くと も

6 日間 の 予備飼 育後 ，実験 に使 用 した．

2．使用 薬物

　 1救心 」　（90mq 中 に 日 局 セ ン ソ 5mg ， 日局

ゴオウ 3mg ， 日局 ニ ン ジ ン 25　mq ，ジ ャ コ ウ

1mg ， レイ ヨ ウカ ク 6mg ，動物服 8mg ， シ ン

ジ ュ 7 ．5mg お よび リュ ウ ノウ 2 ．7mq を含む ：

救 心 製薬） を 使用 し た ．そ の 他 ，セ ン ソ ，ジ ャ コ

ウ （以 上 ，柴田 ） ，ニ ン ジ ン，ロ ク ジ ョ ウ ，ゴオ

ウ ，レ イ ヨ ウ カ ク （以 上 ，宮 忠 ）．イ カ リソ ウ ，

ク コ シ，サ フ ラ ン ， トチ ュ ウ （以上，日本粉末薬

品），ニ ク ジ ュ ヨ ウ，ハ ゲキ テ ン ，サ ン シ ュ ユ ，

ホ コ ツ シ，ジ ン コ ウ （以 上 ，三 國〉，ハ ン ピ （松

浦薬業） ，動 物 胆 （ミ ク ニ 化 学産業），塩 化 ベ ン

ザル コ ニ ウム （和光純 薬） を 使用 した．

　被験薬は動物 に 10ml ／kg の 容量 で 投与 で き る

よ うに蒸 留水に懸濁し，超音波 （Mode ！　B−12，

Branson ） に て 充 分 分 散 させ た ．な お ，ハ ゲ キ

テ ン と ホ コ ツ シ に つ い て は ，生薬を 粉末化 し，局

方 42 号ふ る い を通 過 した も の を t，記 の ご と く 調

製 し た ．

3 ．遊泳疲 労 に 対 す る 作 用

　 10 分間強制遊泳 させ た マ ウス （体重 36 ± 2g ）

を 水槽 か ら取 り出 し．そ の 直後 に 被験 薬 を 経 口 投

与 した，そ の 15 分後に 再 度強制遊泳試 験 を行 い ，

遊泳 時間 を測 定 し た ．強制遊 泳 は ，マ ウ ス の 陰嚢

に 2g の 重りをセ ル フ ィ ン を用 い て 吊 し，水温

24 ± 1 ℃ の 水 （0 ．003 ％ 塩化 ベ ン ザル コ ニ ウ ム

を含 む） を水深約 15cm に なる様に 満た し た 水

槽 に ユ 匹 ずつ 入 れ て 行 っ た．また，遊 泳時 間 は ，

遊泳開始か らマ ウ ス が水 槽 に 沈 む （マ ウ ス の 頭部

が 水面 か ら完 全 に 隠れ て か ら 5 秒以 上 経過 ） ま

で の 時間 と し た ．な お ， contrOl 群 に は蒸 留 水

を投与 した．

4 。統計処理

　結 果は平 均値 ±標準誤差で示 し た ．統 計 学的有

意差検定 として は， 2 群間の 場合には t 検定 を，

ま た ，多群 間 の 場 合 には
一

元配置分散分析後の

Tukey の 多重比較検定を用 い ，危険 率 0 ．05 未満

の 場 合 に 有意差が ある と 判定 し た，

Table 　1Effect 　 of 　Kyushin 　 on 　the 　duration 　 of 　 swi   inq 　time 　 in　mice

Drug 　 　 Dose

（mg ／kgr　P ．o ．）

Body 　weight

　 　 （9 ｝

Swi   ing　 time

　 　 （sec ）

　 　 　 1｝Change

　 （9 ，

Control

Kyushin

Control

Kyushin

Control
Kyushin

10

30

90

34 ●5 ± 0 ．4
34 ．4 ：ヒ0 ．2

34 ．6 ：ヒO り3
3494 ：辷0 ．2

34 ．9± 0 ．3
35 ．1± O ．3

254 ± 32
253 ± 19

239 ± 27

274 ± 24

250 ± 55
399 ± 34 ★

0 ．0
−o ．40

。014
．60

．059
．2

All 　mice 　were 　forced 　to 　swim 　 with 　a　weight 　load 　of 　2　grams 　for 　10　minutes ，

followed 　 by 　 test 　 drug 　 administration ．　 The 　 duration 　 of 　 swi   inq 　 was

meaSured 　15　minutes 　after 　the 　ad 皿 inistration ．　 The 　data 　are 　expre ＄ sed 　as

the 　mean ± S ．E ．　（nt・10 ）．　
★ P く 0。05

，　as 　cQmpared 　with 　each 　control 　group 　using
the 　t−test ．

　　　　　　　 Swi   ing 　time 　 in　 each 　 test 　drug 　 group
Change1

｝
（9 ） ＝

× 　100 　 　 100
Swi   ing 　time 　 in　 the 　 control 　 grOup
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実　験　結　果

1 ．　 「救 心 」 の 遊泳 疲 労 に対 す る 作 用

　　「救心 」　10 ， 30 ， 90mg ／kg を 経 口 投 与 し

て 遊泳 時間 を測 定 し た結 果，用量依 存的 な延 長が

認め られ た ．特に ，　 「救心」 90mg ／kg 投与群に

お い て は ， control 群に お け る 遊泳 時 間 が 250

秒で あ っ た の に 対 し ， 398 秒 と有意 な遊 泳 時 間

の 延長が 認 め られ た （表 1 ） ，

2 ．セ ン ソ混合 生薬 の 遊泳 疲労 に 対す る作用

　動物へ の 投与量 は （セ ン ソ 5mg ＋ 各生薬 100

mg ） ノ10　 ml ／kg と した ．今回 の 組 み 合わ せ の 中

で ，セ ン ソ ＋ ニ ン ジ ン 群 の み に 遊泳時 間 の 有意 な

延 長が 認 め られ ， control 群で 246 秒で あ っ た

の に 対 し てセ ン ソ ＋ ニ ンジ ン群 で 446 秒 と 1 ．8

倍以上 の 延 長がみ られ た． こ の 他 の 組 み 合わせ で

は 有意 な作用は み られ なか っ た が，ハ ゲキテ ン ，

サ ン シ ュ ユ ，ジ ャ コ ウ，ク コ シ，ニ ク ジ ュ ヨ ウ，

ホ コ ツ シ を組み 合わ せ る こ とに よ っ て 1．3 倍以

上 の 延長が認め られた （表 2 ）．

Table 　2　 Effects 　Qf 　combinations 　of 　Senso 　（Ch
鹽
an 　Su ｝　and 　natural 　medicine

indicated 　 below 　 on 　 the 　 duration 　 of 　 swi   ing 　 t   e 　 in　 mice

Drug 　　　Dose 　　　　Body 　weight 　Swirnming 　time 　Change

〔mg ／kg ，　 P ・o ・》　 （q 》　 　 　 （see ）　 　 （9）

Control

Senso 　＋ 　Ginseng 　radix

Senso 　十 　Lycii 　fructus
Senso 　＋　Epi 匸nedii 　herba
Senso 　＋　Cistanchis 　herba

Centrel
Senso 　十　Morindae 　radix

Senso 　十 　Corni 　fructus
SenSO 　十　PSOraleae 　Semen

Senso 十 EUCO   iae 　 cortex

Control
Senso ＋ Cervi 　 parvum 　 cornu

SenSO 　十 　CrOCUS

Senso 　＋　Agkistrodon 　japonicae
Senso 　十　Aquilariae 　liqnu 皿

Control
Senso 　＋　Bezoar 　bovis
Senso 　十 　Moschus

Senso 　＋　Antelopis 　cornu

Senso 　＋　Dried 　bi ］Le

5　十　100

5　十　100
5　＋ 　100
5　＋ 　100

5　十　100

5　＋　100

5　＋ 　100
5　＋　100

5　＋　loe

5　＋　100
5 ＋　100
5　＋ 　100

十

十

十

十

5555 100100100100

35 。4± 0り4
35 ．4± 0・3
35 り3± 0 ●3
35 ●4± 0 。3
35。4：ヒ0．3

35 ．3± 0 ●3
35 ．3± 0 ・3
35 ．3± 0 ．3
35 ．3：辷0 。3
35 ．3：ヒ0．3

35 ．4ゴ：0 ．3
35 ．4 ± 0 ．3
35 ●4 ：ヒ0 り2
35 り4± 0 。3
35 。4± 0 ．4

35 ．3± 0 。3
35 ．3± 0。2
35 ●3 ：ヒ0 ．2
35 り3 ：辷0 ．3
35 。3± O ．3

246± 16
446 ± 33t
336 ± 33
277 ± 21

328 ± 29

252 ± 22
351 ± 30
348 ± 31

331 ± 26
306 ± 26

249 ± 16
311 十 22
281 ± 21

302 ± 23
297 ± 20

247 ± 13
288 ± 18
338 ± 29
310 ± 26

273 ± 24

　0。081
．336
．612
．633
．3

0 ．039
．338
．131
，321
．4

　0 ．024
．912
．921
．319
．3

　0。016
．636
。825
．510
．5

Control

SenSO 535
．3± 0 ．4

35 ．3± 0 ●4
271 ± 29

295 ± 28
OQ
ノ
■
　
．

08

tP ＜ 0 ．05r　as 　compared 　with 　each 　control 　group 　using 　the 　multiple 　cornparison

proeedure ．　 ＄enso ：セ ン ソ r　 Ginseng 　 radix ；ニ ン ジ ン r　 Lycii ．　fructus ： ク コ シ f

Epimedii 　 herba ：イ カ リ ソ ウ 、 　Cistanchis 　 herba ：ニ ク ジ ュ ヨ ウ t
　 Morindae 　 radixt

ハ ゲキ テ ン ，Corni 　 fructus ：サ ン シュ ユ t　 Ps 。raleae 　 sernen ：ホ コ ツ シ ，　 Euco   iae

cor 七ex ； トチ ュ ウ ，　 Cervi 　parvum 　cornu ：ロ ク ジョ ウ ，　 Crocus ：サ フ ラ ン
，
　 Agkistrodon

japonicae：ハ ン ピ ，　 Aquilariae 　 lignum ； ジ ン コ ウ ，　 Bezoar 　 bovis ：ゴ オ ウ ，　 Moschus ：

ジ ャ コ ウ ，
Antelopis 　cornu ： レイ ヨ ウカ ク ，

　 Dried 　 bile ；動物胆 ，
Other 　explanations 　are 　the 　sarwe 　as 　those 　in　the 　legend 　to 　Table 　1　（n ＝ 10 ）．
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Table 　3　 Effects 　of 　combinations 　of 　Senso 　（Ch
冒
an 　Su ｝　and 　ginsenq 　radix

on 　 the 　 duration 　 of 　 swi   ing 　 time 　 in　mice

Druq 　　 Dose 　 　 Body 　weiqht 　 Swi   ing　 time 　 Change

（rng ／kg ，　P ．o ．）　　　（9 ）　　　　　　　　　（sec ｝　　　　　　　（審｝

Control

Senso ＋ Ginseng 　 radix

Senso 　＋ 　Ginseng 　radix

Senso 　＋ 　Ginseng 　radix

Ginseng 　radix

5 ＋　 45
＋ 　IO

5　＋ 25

　 　 25

35 ・3 ± 0 ，2
35 。2± 0 ．2
35 ．3± 0 ．2
35 ●2± 0 ．1
35 ．2± 0 ●1

254 ± 14

274 ± 18
288 土 17

368 ± 12
“

313 ± 17

0 ．07
．913
．444
．923
。2

tP 〈 0．05 ，　as 　compared 　 with 　the　control 　group 　using 　the 　multiple

comparison 　procedure ．　　Other 　explanations 　are 　the 　same 　as 　those 　in
the 　legend 　to 　Table 　l　and 　2　（n ＝10 ）．

3 ．セ ン ソ ・ニ ン ジ ン混合 群の 遊泳 疲労 に対す る

作用

　動物 へ の 投 与量 を （セ ン ソ 5mg ＋ ニ ン ジ ン 4 ，

10 ま た は 25mg ） ／10　 ml ／kg と し て 検討 し た 結

果，ニ ン ジ ン の 投与量を増 や す こ とによ っ て 遊泳

時 間 の 延長 作用 は 強 く現 れ た．特 に ，＋ ニ ン ジ ン

25mg ／kg 群 で は有意 な延長 が認 め られ ， そ の 作

用は ニ ン ジ ン 25mg ／kg 単独投与群 に お ける それ

よ りも強か っ た （表 3 ）．

考　察

　 「救心 」 の 強制遊 泳 マ ウ ス の 遊泳 時間 に対す る

作 用 を検討 した．本条件下 で は， lo 分間強制遊

泳 さ せ る こ と に よ っ て ，そ の 30 分 後 ま で は疲 労

状 態 が継 続 され る と報告 され て お り， 10 分間強

制遊泳 さ せ た 直後に セ ン ソ 含有製剤 を 経 口 投 与 し，

そ の 15 分後 に再 度 強制 遊泳 させ て 薬物 の 作用 を

検 討 し て い る
1S 》

．我 々 も こ の 方法 に 準拠 し て

「救心 」 の 作用 を検討 した 結果， 90mg ／kg の 経

口 投与 に よ っ て 遊泳 時間 の 有意 な 延長 が認 め ら れ

た ．　 「救 心 」 90mg ／kg に含有 され る生薬単 独 に

よ る作用 を予備的に検討 し た 結果 ，有意な作 用は

み ら れ なか っ た が，セ ン ソ と 幾 つ か の 生薬を 組 み

合わ せ た と こ ろ ，セ ン ソ 単 独よ りも強い 遊泳時間

の 延長 作用 が認 め られ た ，そ こ で ，セ ン ソ を ， 滋

養強壮作用 を有する 生薬お よ び一般用強心 薬に 含

有され て い る 生薬と合わせ て 投与 し，同様の 方法

に て 遊泳 時 間 の 変 化 を観察 した ． セ ン ソ の 投 与

量は 　「救 心 」 90 皿 g／kg に 含 有 され て い る

5mg ／kg とし，また，他の 生薬 100　mg ／kg とし

て ，　（セ ン ソ 5　mg ＋ 各生薬 100 　mg ） ／10

ml ／kg の 用 量 に て 検討 し た ．そ の 結果 ，＋ ニ ン

ジ ン 群 に 有意 な 延 長作 用 が 認 め ら れ た （増加 率

81 ．3 ％ ） ．セ ン ソ は強心 薬の 生 薬成 分 と して 使

用 さ れ ， 現在 ま で に シ ノ ブ フ ァ ギ ン や ブ フ ァ リ ン

な ど の ブホゲ ニ ン 類が強 心作用 物質 で あ る こ とが

わか っ て い る
16 ）

．　 「救心 」 の 効能 の
一

つ に 「気

つ け」 があ るが，　 「気つ け 」 とは，脳 血 流量 の 低

下 によ る 意識 の 低下 を改善 す る こ と
1 ’ ）

，あ る い

は，疲 労 を回復 する こ と
ISI

と解釈す る こ とが で

き る ．セ ン ソ は文献的に 古くか ら 「気 つ け」 に 用

い られた 薬物の
一

つ として 紹介され て い る が
1 “’）

t

心 機能 の 低下 を改 善 し拍 出量 を増加 させ 循 環血 流

量 の 低下 を改善する こ と か ら ，薬理 学的に も 「気

つ け 」 に 関 与し う る も の と 考え られ る ．さ ら に ，

セ ン ソ に は投 与量 に よ っ て 遊泳 時間 を延長する 作

用 も認 め られ て お り
酎

，疲労 を 回 復す る意味 に

お い て も 「気 つ け」 に関与 しう る もの と思わ れ る．
一方，ニ ンジンは滋 養強壮 薬 の 生薬 成分 とし て 幅

広 く使用 さ れ て お り，さ ら に，マ ウ ス の 遊泳時 間

を延長す る
2 °’2 且工

な ど多 くの 抗疲労 作用を示 した

報 告が あ る．従 っ て ，セ ン ソ と ニ ン ジ ン の 組 み 合

わ せ は お 互 い の持 つ 遊泳 時間 の 延長 作用 を 強め る

もの と考え られ ，今回 の 結果 も そ れ を裏付ける も

の で あ っ た．また ，
こ の 他の セ ン ソ と の 組 み 合わ

せ の 中で は ，有意 で は な い もの の ハ ゲキテ ン ，サ

ン シ ュ ユ ，ジ ャ コ ウ，ク コ シ，ニ ク ジ ュ ヨ ウ ，ホ

コ ツ シ を組み合わ せ る こ と に よ っ て 30 ％ 以 上 の

遊泳 時間 の 増加が 認 め ら れ た ．一
方，十 動物 胆 群，
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＋ イ カ リ ソ ウ 群， ＋ サ フ ラ ン 群 は 増 加率が 15 ％

以 下で あ り，セ ン ソ と の 組み 合わ せ に よ る 遊 泳時

間 の 延 長作 用 は弱か っ た ．今 回 の 実験に は，セ ン

ソ の 「気 つ け 」 に関 わ る作用 を強め る生薬の 探索

と い う目的が含まれ て い た こ とか ら，セ ン ソ に よ

る 作用が報告 され ，か つ ， 疲 労状 態 の 継 続 して い

る
陶

被験 薬 投 与 30 分 ま で の 作用 を中心 に 検 討

し た．こ の 条件 下に て 最 も セ ン ソ の 作用 を強め た

生薬 は ニ ン ジ ン で あ り，セ ン ソ とニ ンジ ン の 組み

合 わ せ に よ る有用 性が示 さ れ た ．

　 セ ン ソ ＋ ニ ン ジ ン 群 に お い て遊 泳時 間 の 有意な

延 長 が 認 め られ た こ と か ら ，セ ン ソ の 用 量を一定

に し，ニ ン ジ ン の 用 量依存性 を検 討 した ．そ の 結

果 ，ニ ン ジ ン 4
，

10 ， 25mg ／kg を 組 み合わ せ

る こ と に よ っ て用 量 依存的な遊泳時間の 延 長が認

め ら れ ，特 に ， 25mg ／kg を組 み 合わせ る こ と に

よ り遊泳時 間 の 有 意 な延 長が み られ ，増 加 率 は

44 ．g ％で あ っ た．な お ，ニ ン ジ ン 25 　 mq ／kg 単

独投与群で は有意 差 は み られ なか っ た．また ，ニ

ン ジ ン 25 皿 g ／kg 単独投 与群で の 増 加率 が 23 ，2

％ ，セ ン ソ 5mq ／kg 単独投与群で の 増 加率 が

8 ．9 ％ で あ っ た こ とか ら，セ ン ソ と ニ ン ジ ン を組

み 合わ せる こ と に よ っ て作用 が強め られ る も の と

考え られ た．また ， 「救心 」　90 　 mg ／kg （セ ン

ソ 5mg ／kg ， ニ ン ジ ン 25　 mg ／kg を配 合）の 遊

泳 時間 の 増加 率 は 59 ．2 ％ で あ り，セ ン ソ ＋ ニ ン

ジ ン 25mg ／kq 群の 増 加 率 で あ る 44 ．9 ％ よ り大

きか っ た．遊 泳 な どの よ う に 継続 し て 運動する 場

合に は ，まず，エ ネ ル ギ ー源 と して 使用 され る 血

液 中 の グル コ
ー

ス の 補給 の ため に 肝臓 中の グリ コ

ーゲ ン の 分解 が 起 こ り，さ ら に ，血液 中 の グル コ

ース の 消費を節約す る た め に脂 肪 組織 にお ける ト

リグ リセ リ ドが 遊 離 脂肪酸 に 分解 さ れ て 血 液 中 に

動 員 され ， こ れが 筋 肉内 で 酸化 を受 けて エ ネル ギ

ー一
源 と して 使用 され る

！ ！）

．セ ン ソ に は強 制遊 泳

に よ る 血液中の グル コ
ース 量 の 低 下 を改 善す る 作

用 が ある と報告 され て い る
L5 ｝

。セ ン ソ ＋ ニ ン ジ

ン 群に よ る 作用 の 増 強 に は ， お 互 い の 有効 成分 の

吸収 促進 や代謝抑制な ど薬物動態的作用 が関わ っ

て い る 可能性が考え られ る ．また ，ニ ン ジ ン に は

脂 肪 を分解して エ ネルギー
を発生 さ せ る代謝系を

活 性 化す る 作 用 が あ る と 報 告 され て い る
2D

．

例 え ば ， 中 枢 興 奮 作 用 が あ る と さ れ る

ginsenoside 　 Rg 　1 は ，ラ ッ トへ の 経口投与

30 分 後 に 血 液 中 の ピ
ー

クが 現 れ ，ま た ， 15 分

後 で も既 に ピー
ク の 1／3 程 度が 認 め られ て い る

こ とか ら
33 ）

，吸収 の 速 い 成 分が 作 用 に関 与 し，

お 互 い に エ ネ ル ギー源 を増加 させ る 方 向 に 作 用 し

合 っ て い る可能 性も考 え られ ，今後，別 の 実験 系

に よ る検討 も含め て ，セ ン ソ と ニ ン ジ ン に お ける

作用機序の 解明 を進 め て い きた い と考 え て い る ．

　以 上 ま とめ る と ， 遊泳 時間 を 最 も延 長 さ せ た も

の は セ ン ソ と ニ ン ジ ン の 組み 合わ せ で あ り，有意

な作用 を発現す るた め に は セ ン ソ 5mg ／kg に 対

し て ニ ン ジ ン 25mg ／kg 以 上 が必 要で あ っ た．

「救心 」 90mg ／kg 中 に はセ ン ソ 5mg ／kg ， ニ

ン ジン 25mg ／kg が含まれ て い る こ とか ら，こ の

両 生 薬 を 合 わ せ る こ と に よ っ て 「救心 」 の 遊泳時

間の 延長作用が認め られ た も の と考 え られ る ．ま

た，セ ン ソ 5　mg ／kg 単独投与群に 比べ て ニ ン ジ

ン 25mg ／kq 単独投与群 で 遊泳時間の 延 長が よ り

強 く み ら れた こ と か ら，　 「救 心 lgOmg ／kg 投 与

に よ る作 用は セ ン ソよ りニ ン ジ ン が 主 に 関与 し て

い る と思 われ る．また，セ ン ソ ＋ ニ ンジ ン群によ

る作用 に比 べ て 「救心 1 の 作用 が よ り強 く認 め ら

れ て い る こ とか ら，セ ン ソ と ニ ン ジ ン以外 の 生薬

も遊泳時間の 延長に関与 して い る も の と考 え られ

る．

　薬物の 抗疲労作用 を 検討する ため の 試験 と し て

は，強制遊泳試 験，強制 歩行試 験 ，跳躍 試験 ，自

発運 動量 試験 な どが よ く用 い られ て お り，そ の 薬

物の 試験 目的に 沿 っ た様 々 な 条件下 にて 実施 され

て い る．今回 「救心 」 に 強制 遊泳延 長作 用 が 認 め

られた こ と は ，　 「救心」 の 「気つ け 」 作用 の 手掛

か り に な る と ともに，抗疲 労 作用 の 可能性 を期 待

させ る もの と考 え られ る ．
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